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千葉県日産自動車企業年金基金 

 

 

「政策的資産構成割合」を変更しましたのでご案内します。 

 

基金は、年金給付金及び一時金等の支払を将来にわたり確実に行うため、また、リスク管理に重

点を置きつつ、必要とされる収益(３％程度)を長期的に確保することを運用目的としています。 

    今般、基金は、上記運用目的を達成するため、年金ＡＬＭ分析(基金の債務と資産の分析)を行い、

リスク管理を図り、必要となる収益を確保するための最適な資産構成割合を算出し、資産運用委

員会並びに代議員会での協議を経て新たな政策的資産構成割合を策定しました。 

令和７年４月からは新しい政策的資産構成割合での運用を開始するため、令和７年３月中に資産

の移受管を完了させる予定です。 

なお、新たな政策的資産構成割合については、次の新旧対照表を参照ください。  

 

年金資産の運用に関する基本方針（別紙１）政策的資産構成割合について 新旧対照表 

新 旧 

（別紙１） 

資産分類 政策的資産構成割合 乖離許容幅 

国内債券 １９％ １２％～２６％ 

国内株式 １３％ ６％～２０％ 

外国債券 

(ヘッジ外債含む)  
１８％ １１％～２５％ 

外国株式 １３％ ６％～２０％ 

機動的資産配分 １６％ ９％～２３％ 

オルタナティブ ２０％ １３％～２７％ 

一般勘定 １％ ０％～５％ 

合計 １００％ ― 
 

（別紙１） 

資産分類 政策的資産構成割合 乖離許容幅 

国内債券 ２２％ １２～３２％ 

国内株式 １０％ ０～２０％ 

機動的資産配分 ５４％ ４４～６４％ 

オルタナティブ １３％ ３～２３％ 

短期資産 １％ ０～１１％ 

合計 １００％ ― 
 

以上 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

千葉県日産自動車企業年金基金 

  〒261－0002  千葉県千葉市美浜区新港１８４番地 

ＴＥＬ：０４３－２０４－２３０８ 

事務長 渡辺・担当 十河 

政策的資産構成割合変更のご案内


